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｢暴虐の5月｣事件 とチャムローン･

シームアンのハンス ト宣言

玉 田 芳 史*

1992年のタイは政治の熱い年であった｡いろん

な事件の筆頭にくるのは,タイ語で ｢暴虐の5月｣

と呼ばれる5月の流血事件であろう｡

3月22日に総選挙が行われ,首相選出をめぐる

一波乱の後 4月 7日に国軍最高司令官兼陸軍給司

令官スナンダー ･クラープラユーン大将が首相に

横滑 りした｡かねてから,軍首脳が91年 2月23日

のクーデタ以後いろんな策をめぐらして権力の温

存をはかろうとしているとの批判の声が強 く,ス

チンダーはそれをかわすために首相に就任 しない

と明言 していた｡ しかし,彼は ｢民族のため｣と

主張 して,この約束をあっさりと破った｡野党や

市民グループは彼の即時退陣を強 く求めた｡ しか

し首相はまったく動 じず,運動 も盛 り上が りに欠

けていた｡

それが一変 したのは, 5月 4日に野党バランタ

ム党党首チャムローン･シームアンが首相即時辞

任を求めて決起 したときであった｡これを契機と

して多数の人々が反政府集会に集まり,ついに軍

は5月17日夜から19日にかけて非武装の市民に発

砲を繰 り返 して多数の死傷者を出す惨事となった｡

反政府集会への参加者が増えた一因は,政府が

反政府集会について事実の報道を許さず,情報の

歪曲や誹誇中傷を繰 り返 したことにある｡これに

激怒 した人々や,事実を自分の目で確かめたいと

いう人々が次々と集会場所-集まるようになった｡

つまり,政府側は火に油を注 ぐようなまずい対応

をしたのである｡

しかしながら,主役はチャムローンである｡バ

ンコクに支持者の多い彼であっても,ただ集会へ

の参加を呼びかけただけでは十分な人数が集まる

とは限らない｡政府側を震推させるほどの数の人

間を集めないと,運動に成功の見込みはない｡そ

こで,ハンス トに訴えた｡ しかも,点滴などを受
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け付けるタイの従来のハンス トとは違って,それ

らをいっさい拒否 した｡生命をかけてスチンダー

と戦うと宣言 したのである｡多 くのものは,菜食

主義者で 1日1食の彼の身体が長期間のハンス ト

には耐えられないのではないかと不安を覚えた｡

この ｢激 しさ｣は後の 9月の総選挙では裏目に

出て議席の伸び悩みをもたらすことになるものの,

5月には多 くの人々を集める決定的な要因となっ

た｡ここでは,彼がハンス トに突入する際に発表

した遺書の体裁をとった宣言文を翻訳 して紹介 し

たい｡

********************
チャムローン･シームアン少将の最後の手紙

生命をかけます｡抗議運動が成功 しなければ.

7日以内に死にます｡

国家民族を思う国民の同胞の皆さんへ

数多 くの国民が代議士以外の人物が首相に就任

することにこれまで一緒になって反対 してきてお

り,｢民族のために約束を破った｣などという道義

の面において計 り知れないほどの害悪をもたらす

[スチンダーの]発言に反発 していることははっき

りとしています｡私たちは原則論で反対 している

のです｡スチンダー大将を個人的に嫌っているも

のはお りません｡私たちは仕事ぶ りに反対 してい

るのでもありません｡ですから,政府側が的外れ

にも主張するように,取 りあえずまず仕事ぶ りを

見てから,ということにはならないのです｡

革命評議会 [-91年クーデタを行った軍首脳]

は権力を温存 し,この権力を今後さらに10年間に

わたって継承する計画を立てていますが,それが

国家民族に多大な損失を及ぼすであろうことに,

国民ははっきりと気付いています｡このままでは

日増 しに独裁体制へと向い,私たちが護持 し敬愛

する民族,宗教,国王に影響を及ぼすのは必至です｡

おまけに,経済には数百億バーツ以上の損失をも

たらすでしょう｡



現 地 通 信

スチ ンダー大将 とその一味は一時的な過ちを犯

しました｡私たちは彼 らに愛情 と思いや りに満ち

た最善の打開策を提示 しました｡スチンダー大将

に,首相を辞任 してどの選挙区でもいいから代議

士に立候補 しなさい,その選挙区の代議士は喜ん

で辞職 して補欠選挙への道を開きましょう,で も

これ以外の方法での言い逃れはいっさい認められ

ません,と要求 したのです｡

目下の政治の過ちを正すのは本当は政治家の務

め,代議士の務めです｡で も,代議士は国会で反

対の発言がで きません｡国会議長 と副議長は政府

側の人物です し,政府側の代議士は195名[総数360]
お り,おまけに270名の上院議員 も政府を支持 して

いるからです｡国会での発言は,これは民主政治

ですよと見せかけるための芝居に過 ぎません｡で

すからた くさんの代議士が国会の外で国民の皆さ

んと一緒になって平和な方法で反対をしなければ

ならないのです｡

抗議集会は,政府の施政方針演説が行われる5

月 6日だけしか効果がないかも知れません｡6日

を過 ぎると,反対 してももはや効果はほとんどあ

りません｡国民や各種のマスメデ ィアは口を封 じ

られて しまうで しょう｡独裁的な色合いが漉 くな

り,民族の重要な問題を解決で きな くなります｡

お気付 きのように,今回の反対運動は幅広 く急速

に拡大 しています｡いろんな教育機関の先生方が

一緒になって今回ほど強 く抵抗 したことはこれま

でにはあ りません｡これは誰 もが私たちの国家民

族に生 じようとしている大 きな危険を感 じとって

いるからです｡

反対の効果が本当にあがるように,私たちは,

国のことに不安 を感 じておられる皆さんに 1日仕

事 を休んで 5月 6日午前 8時に平和な集会に参加

していただけるようお願いします｡一緒になって,

スチンダー大将に首相を辞任するように申し入れ

るためです｡スナンダー大将が姿 を現す国会前に

てお会いしましょう｡

これまでのチャラー ト空軍少尉 とその仲間の断

食による闘争 [チャラー トは退役将校で代議士経

験のある政治家, 4月 8日からハ ンス トを続けて

いた]は長期的な効果を持つ ものであ り,正 しい

方法で した｡それというの も,国民の中には,問

題を理解するのに長い時間を必要 としている人た

ちがまだた くさんいるからです｡でも,これから

闘争に加わる皆 さんは2-3日̀間という短期間に

効果が出るような総合的で絶対的な方法を使わな

ければなりません｡

私はこれまで政党の党員 として強 く反対 してき

ました｡で も,効果があ りませんで した｡今回は

政党 とは無関係に,個人として,一国民 として反

対 したいと思います｡

私はこれまで時間をかけて じっくりと考え,周

到に思案 してきました｡私は生命 と引換にしたい

と思います｡今 日から食事を取 りません｡何 もい

っさい受け付けません｡グルコース,塩水,医者

の診察,治療行為その他一切 を拒否 します｡この

方法で断食をすると,およそ 7日ほどしか生 きら

れないで しょう｡私はスチンダー大将が辞任する

まで, もしくは餓死するまで断食を続けます｡

私が反対するのは権力を望んでいるからではあ

りません｡ もし今回の反対の結果,大臣,副首相

あるいは首相になれるチ ャンスが私にめ ぐってき

たとして も,私はいかなる官職にもいっさいつ き

ません｡私は絶対に約束を破 りません｡

国民の同胞の皆 さん, 5月 6日の集会は ｢水が

少なくて火が消せない [-参加者が少ない]｣ とい

うようなことになるかも知れません｡ですから私

はこの場 を借 りて皆 さんに, とりわけバ ンコクか

地方かを問わずこれまで私を支援 して くださった

皆 さんに,お別れの挨拶 を述べ させていただきた

いと思います｡

私はタイ人に生 まれたこと,宗教 と巡 り合った

こと,国王王妃両陛下のご庇護を受けたこと,敬

多 くのすぼらしい国民同胞の皆 さんと知 り合いに

なれたことを誇 りに思っています｡数 日のうちに

この世をさることになっても,思い残すことはあ

りません｡

多 くの方々がこれまで私に向けて くださった思

いや りについて,皆 さんに,そ してあ りとあらゆ

る事柄に厚 く御礼申し上げます｡

さようなら

チャムローン ･シームアン少将

1992年 5月4日

********************
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